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	２　観測井による天然ガス発生量の連続観測
	地盤沈下の監視を目的として白子町驚に設置された「九十九里-4」地盤沈下観測井（井戸深度：60m，スクリーン深度：32.5〜38.0m）は，1983年より地下水位と地層収縮量について連続観測している。本観測井は，沖積層を掘り抜き上総層群国本層にスクリーンを設置しているため，掘削時より96%のメタンを主成分とする天然ガスが湧出している。2010年5月より，この観測井を密封しガス放出管にガス流量計を設置することで，湧出ガス量の連続観測を開始した（香川ほか，2010）。ガス漏れ対策と計器の調整のため断続的...
	３　2011年東北地方太平洋沖地震の影響
	連続観測開始から約1ヶ月後に2011年東北地方太平洋沖地震が発生し，本観測井にも顕著な影響が現れた。地下水位については，地震以後ゆるやかな低下が継続し，2011年3月末で-0.5m，10月末には-2mに達する変化が観測された。一方，天然ガスの湧出量は地震直後から急増し，3日後に39L/10min，3月末に43L/10minと増加を続けた。6・7月には48L/10min程で落ち着いたように見えたが，10月頃より再び増加し，12月には約53L/10minとピークに達した。その後は45〜50L/10m...

